
           
 

３月は、和風月名で弥生（やよい）といいます。 

弥生は、「木草（きくさ）弥（いや）生（お）ひ茂る月」という言葉が語源だとされています。 「弥（いや）」には、 

ますます・いよいよという意味があり、3月＝暖かな陽気で、草木がますます生い茂る月というのだそうです。 

今月のらぽーる図書室特集    作家  朝井まかて 

１９５９年、大阪府生まれ。甲南女子大学文学部卒。２００８年、小説現代長編新人賞奨励賞を 

受賞してデビュー。「恋歌」「眩」「雲上雲下」「類」など多くの賞を受賞。その他の著書に「ボタニカ」「白光」

などがある。ペンネームは沖縄県出身の祖母、新里マカテの名に由来する。 
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３月                                  ４月 

 

 ※  新刊の貸出は、毎月１０日となります。１０日が休室の時は翌日になります。 

  休室日     

□ルピナス 読み聞かせ    3/7（土）10：30～11：00      

□ルピナス 春のおはなし会  4/25（土）10：30～11：30  

        「11ぴきのねこ」「ニャーゴ」  紙芝居「おとうさんとそらまめさん」 

その他、仕掛け絵本・大型絵本・昔ばなし・音楽に合わせて手遊びなど・・・。 

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

２９ ３０ ３１     

日 月 火 水 木 金 土 

   １ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ 

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 

２６ ２７ ２８ ２９ ３０   

おすすめ新着本 

第１７４回 直木賞受賞作 

「カフェーの帰り道」  嶋津輝 

東京・上野のカフェーで女給として働いた、“百

年前のわたしたちの物語”。 

第１７４回芥川賞受賞作 

「時の家」  鳥山まこと 

青年は描く。その家の床を、柱を、天井を、タイ

ルを、壁を、そこに刻まれた記憶を。ある家の

記憶を紡いだ小説。 

 

 

 

 

 

 

今月の人気本 

☆エピクロスの処方箋（続編）    夏川草介 

☆暁星                  湊かなえ 

☆海蝶 ３ －沈黙のヨダ－     吉川英梨  

☆血脈のナイトメア（文庫）     知念実希人 

☆お葉の医心帖 ５  

－であいの柚子の木－（文庫）  有馬美季子 

☆国宝 下 花道篇 （文庫）    吉田修一 

☆最後の一色 下            和田竜 
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ドクター・デスの再臨      中山 七里 
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らぽーる図書室だより 

２０２６年 ３月 


